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「食品表示一元化検討会(「検討会」)」について

◎ 趣旨
これまで、消費者庁においては、農林物資の規格化及び品質表示の適正化に

関する法律、食品衛生法、健康増進法等の食品表示の関係法令の統一的な解
釈・運用を行うとともに、現行制度の運用改善を行いつつ課題の把握等を行っ
てきたところである。

今般、課題の把握等について一定の成果が得られたこと等から「食品表示一
元化検討会」を開催し、消費者、事業者の御意見も伺いつつ、食品表示の一元
化に向けた検討を開始する。

◎ 検討項目
（１）食品表示の一元化に向けた法体系のあり方
（２）消費者にとってわかりやすい表示方法のあり方
（３）一元化された法体系下での表示事項のあり方 等

◎ 検討経緯
平成23年9月30日(第1回)～平成24年8月3日(第12回)
検討時間延べ34時間19分
この間、消費者に対する意向調査、中間論点に対するパブコメ・意見交換会等を実施
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食品表示の機能・役割について

「第2回食品表示一元化検討会資料」より
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食品表示をわかりにくくしている要因

「第2回食品表示一元化検討会資料」より
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消費者にとってわかりやすい表示とは何か

「第2回食品表示一元化検討会資料」より
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「食品表示に関する消費者の意向等調査」の実施

１ 目的
消費者が食品表示から知りたい情報は何か、また、どのよう
な情報を重視していて、それをどのように活用しているか等
について把握する。
２ 調査方法
Ｗｅｂアンケート（インターネットリサーチ）
３ 調査対象
日本在住の20歳以上男女
（民間調査会社に登録されているモニター約106万人の中か
ら、平成22年国勢調査の全国構成比に則して性別、年代、居
住地域の60セグメント毎に目標回収数を設定して抽出）
有効サンプル数：1,083人
４ アンケート実施期間
平成23年12月27日～12月28日
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わかりにくい理由(複数回答) 現行「原則として８ポイント以上」

[消費者庁Ｈ２３年１２月消費者意向調査] 6



表示事項の優先度について

「第２回食品表示一元化検討会資料」より
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購入の際に参考にする項目(一つを選択)
[消費者庁Ｈ２３年１２月消費者意向調査]
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表示すべき事項の考え方(案)

「第２回食品表示一元化検討会資料」より
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「第2回食品表示一元化検討会資料」より 10



「第2回食品表示一元化検討会資料」より
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